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5―グランシップマガジン グランシップマガジン―4

大ホール・海 回廊�
OCEAN Main Hall Gallery

大ホール・海 エントランス�
OCEAN Main Hall Entrance

展示ギャラリー1～3
Exhibition Gallery1～3

5階席�
5F Seats

4階席�
4F Seats

3階席�
3F Seats

ホワイエ�
Foyer

カフェ�
Cafe

ホワイエ�
Foyer

2階席�
2F Seats

控室�
Anteroom

ドリンクコーナー�
Cafe

ホワイエ�
Foyer

ドリンクコーナー�
Cafe

控室�
Anteroom

1階席�
1F Seats

楽屋受付
Dressing Room Reception

楽屋1～18
Dressing Room 1～18

リハーサル室�
Rehearsal Hall

大楽屋 1・2
Large Dressing Room1・2

�静岡県舞台芸術センター�
Shizuoka Performing Arts Centrer

2階席�
2F Seats

ホワイエ�
Foyer

1階席�
1F Seats

ホワイエ�
Foyer

楽屋 1・2
Dressing Room1・2

静岡芸術劇場エントランス�
Shizuoka Arts Theater Entrance

楽屋3～7
Dressing Room3～7

制作室�
Office

クローク�
Cloak

�静岡県文化財団受付�
Shizuoka Caltural Foundation Reception

ドリンクコーナー�
Cafe

楽屋 6～9�
Dressing Room 6～9

情報ラウンジ�
Shizuoka Pref Information

中ホール・大地エントランス�
EARTH Medium Hall Entrance

クローク�
Cloak

リハーサル室
Rehearsal Hall

2階席�
2F Seats

ホワイエ�
Foyer

1階席�
1F Seats

1階席�
1F Seats

※レストランへは外部入口よりお入り下さい。�

楽屋受付�
Dressing Room Reception

楽屋1～5�
Dressing Room1～5

カフェテリア
Cafeteria

レストラン
Restaurant 

ロビー�
Lobby

交流ホール�
Reception Hall

会議室901～910�
Room 901～910

会議室1001～1004�
Room 1001～1004

ロビー�
Lobby

ロビー�
Lobby

会議室1101�
Room 1101

会議室1201・1202�
Room 1201・1202

会議ホール・風�
Conference Hall WINDS

特別室�
Room 1203

会議ホール・風２階席�
WINDS Conference Hall 2F Seats

映像ホール�
Audio visual Hall

メインエントランス�
Main Entrance

託児室�
Nursery

インフォメーション�
Information

練習室1～4
Practice Room1～4

S P E C I A L   1

左・中央／単なる座席表もマリスカルの手にかかるとこん
な感じに。行く先々に表示があるので途中で不安にかられ
ることもなく、また、それ自体がアートな感覚を持つので空間
の雰囲気を邪魔することもない。右／目の不自由な方のた
めに館内には点字でのサインも。�

晴れた日には富士山の美しい末広がりが望める10階展望
ロビー。ちょっとしたサロンの雰囲気で、今では隠れた人気
スポットの一つになっている。�
利用時間／ＡＭ9：30～ＰＭ9：00

ガイド付き見学のモデルコース　①映像ホール→②映像ホール前ロビー→
③メインエントランス→④会議ホール→⑤10階ロビー→⑥展示ギャラリー→
⑦交流ホール→⑧大ホール回廊→⑨大ホール4階席→⑩3階ロビー→⑪大
ホール1階席→⑫中ホール　所要時間約1時間15分。都合により短縮も可能。
人数をとりまとめて、事前に予約を。問い合わせは、静岡県文化財団総務課：
TEL054-203-5713まで。�

日本では大分のビーコンプラザや水戸芸術館、海外ではロ
サンゼルス現代美術館やティーム・ディズニー・ビルディング
などを作品に持つ磯崎新氏による設計とあって、内外の関
心も高いグランシップ。磯崎氏いわく「三保の松原や富士
山など、静岡は日本の古代的景観をもっている。とりわけ奈
良や京都にはない雄大さがある。こういうスケールを今回の
デザインの手がかりとした」。各ホールの設計はもちろん、
エレベーターホールやロビー、ホワイエなどのデザインにつ
いても、ぜひ注目してほしいところ。�

エントランスホールに入って、まず目につくのがこのサイン（右）。スペインを代
表する世界的現代アーティスト、マリスカルらしい、ちょっとユーモラスでやわら
かな表情が訪れる人の肩のチカラをスーッと抜いてくれる。以前、ここを訪れた
作家村松友　氏も「こういうあたたかさ、人間らしさは本質的な意味で静岡らしい。
この文字の雰囲気は、今後、相当の意味を持ってくるんじゃないかな」と評価。�

見�

ある朝目覚めて、もしも何の予定もない一日だったら、�

グランシップへ出掛けてみるのはどうだろう。�

イベントに参加するのでも、公演を見に行くのでもなく。�

ただ、ぶらりと。近所のお店やギャラリーを覗くような気分で。�

カフェでのんびりしたり、展望ロビーで富士山を眺めたり。�

情報ラウンジでビデオを１本見て帰るのもいい。�

そこにはイベントや公演日のホールやシアターとは別の、�

もう一つの景色、もう一つの時間が流れているような気がする。

日常の空気の中にあるグランシップ。�

それはきっともっと気さくで親しみやすいから�

ここに魅力のすべてを総特集。�

グランシップをＸ倍に活用し、堪能していただくための�

ＨＯＷ ＴＯ ＧＲＡＮＳＨＩＰ�

休日のあなたに捧ぐ。�

HOW
TO

GRANSHIPる�

計
、
磯
崎
新
。
ロ
ゴ
タ
イ
プ
及
び

サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
、マ
リ
ス
カ
ル
。

こ
の
組
合
せ
を
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
の
ス

ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
の
設
計
者
と
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト〝
コ
ビ
ー
〞の
生
み
の
親
と
し
て
ご
記
憶

の
方
も
多
い
と
思
う
。
そ
し
て
、こ
の
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
が
再
び
、し
か
も
こ
の
静
岡
の

地
に
お
い
て
実
現
し
た
こ
と
に
あ
ら
た
め

て
驚
き
の
声
を
あ
げ
る
人
も
少
な
く
な
い

に
違
い
な
い
。

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
の
東
か
ら
西
ま
で
、新
幹

線
で
通
り
過
ぎ
る
と
、そ
の
間
11
秒
。
磯
崎

氏
は
、そ
の
わ
ず
か
な
一
瞬
に
印
象
づ
け
る

建
物
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
、と
語
っ

た
。
な
る
ほ
ど
、確
か
に
こ
の
存
在
感
は
絶

大
だ
。
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
何
気
な
く
外

の
景
色
を
眺
め
て
い
た
人
々
は
ま
さ
に
虚
を

つ
か
れ
、そ
し
て
、思
わ
ず
こ
う
呟
く
こ
と

だ
ろ
う
。「
こ
れ
は
一
体
、何
な
ん
だ
？
」と
。

残
念
な
が
ら
、
新
幹
線
で
通
過
す
る
だ

け
の
乗
客
に
こ
の
内
部
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
は

そ
う
多
く
は
訪
れ
な
い
。
そ
の
点
、
静
岡
県

に
住
む
人
々
は
い
つ
だ
っ
て
気
軽
に
出
向

き
、い
ろ
い
ろ
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
幸
運
な
こ
と
だ
。
な
に
し
ろ
世
界
中

か
ら
声
が
か
か
る
ほ
ど
の
建
築
家
が
手
掛

け
た
建
物
で
あ
る
。
空
間
設
計
の
見
事
さ

も
、
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
も
、
想
像
以
上
。

巨
大
な
船
に
も
似
た
外
観
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、し
な
や
か
な
感
性
と
緻
密
な
計
算

が
見
え
隠
れ
す
る
内
部
も
ま
た
、
一
見
の

価
値
あ
り
。
も
ち
ろ
ん
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
の
そ

こ
か
し
こ
で
出
会
う
、マ
リ
ス
カ
ル
氏
ら
し

い
肩
の
チ
カ
ラ
の
抜
け
た
館
内
サ
イ
ン
も

必
見
だ
。

基
本
的
に
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
は
定
期
休
館

日
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
開
館
時
間
中

な
ら
い
つ
で
も
ブ
ラ
リ
と
立
ち
寄
れ
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
10
階
ま
で
上
り
、
展
望
ロ
ビ
ー
で
富
士

山
を
眺
め
る
、と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
を
い
つ
も

の
散
歩
コ
ー
ス
に
加
え
る
人
も
増
え
て
い

る
と
聞
く
。

ま
た
、人
数
が
ま
と
ま
れ
ば
、ガ
イ
ド
付

き
の
館
内
見
学
も
受
け
付
け
て
い
る
。
こ

れ
は
所
要
時
間
１
時
間
15
分
程（
短
縮
も

可
能
）の
コ
ー
ス
で
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
部
分
も
解
説
付
き
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
り
、
企
業
団
体
を
は
じ
め
、
幼

稚
園
・
小
学
生
、お
年
寄
り
グ
ル
ー
プ
ま
で
、

開
館
以
来
、
申
し
込
み
が
跡
を
絶
た
な
い
。

名
画
解
説
よ
ろ
し
く
、
詳
細
を
知
る
ほ
ど

に
感
銘
も
ま
た
深
し
。
仲
間
を
誘
っ
て
、こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
。
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左／大ホールの地下1階にあるロッカースペース。�
右／ロッカーの開錠の暗証番号は4ケタで自分で決める仕
組み。それぞれのロッカーにはアルファベット1文字とナン
バーがついているので、帰るまでこれをしっかり覚えておこう。
うっかり忘れてしまうと大変。�

グランシップ広場の西側にある駐車場には、およそ400台を
収容。公演の終了時には、館内エントランスに設置されて
いる駐車料金精算機（右）で精算を。�

地下1階にある練習室（上）は大小4つ。男女別更衣室や
シャワー室もある。また、6階の展示ギャラリー（下）は3室で
構成され、3つを合わせて大きな空間として使用することも、
また1室だけを利用することもできる。最も広い1室は可動パ
ネルによる展示空間の自在なアレンジが可能。ジャンルに
とらわれない、多彩な作品発表のスペースとして芸術文化
活動をサポートする。（施設利用の料金、申し込みについて
はP25、P27を参照）�

いわゆる多目的トイレで、車椅子の方にはもちろん、ベビー
連れに便利。広いスペースの中でゆったりおむつ替えがで
きる。また、折りたたみ式フィッティングフロアもあり、ちょっと
した着替えに利用できる。1階ではメインエントランスから入
った突きあたりにある。�

使
う�

このトイレサインがカワイイと評判。� グランシップ内のトイレは全部で実に115ヶ所。�

JR東�
静岡駅�

舞台芸�
術公園�

県立�
美術館�

JR�
草薙駅�

JR東�
静岡駅�

毎　時�
00

30

15

45

30

00

40

10

50

20

無料巡回バス「赤とんぼ号」は、平成12年3月26日までの毎
週日曜日、AM9：00～PM5：00（最終バスはJR東静岡駅PM4：30発）
運行。ダイヤは下の表の通り。�

※12時台は下段、13時台は上段のみの運行。ダイヤは変更になる場合があります。�

絵本や玩具、ベッド、トイレ、バスなどが完備した託児室。静
岡県文化財団が主催する公演の場合、2歳～小学校就学
前の幼児が対象で、ありがたいコトに無料。スタッフは全員、
保母資格を持つグランシップサポーター。利用を希望する
場合は事前に、静岡県文化財団企画広報課：TEL054-203-�
5714まで相談を。�

る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
を
訪
れ
た
と
き
に
こ
う
言
っ
た
。

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
は
静
岡
県
民
の
も
の
、
ど

こ
か
の
壁
の
一
部
に
あ
な
た
の
税
金
が
使

わ
れ
て
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
か
ら
、
利
用

し
な
き
ゃ
ソ
ン
だ
よ
ね
、ト
イ
レ
だ
っ
て
、
何

だ
っ
て
ね
、と
。

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
利
用
で
き
る

も
の
は
ど
ん
ど
ん
利
用
す
べ
き
だ
。
ト
イ
レ

や
ロ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
設
備
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、こ
の
機
会
に
知
っ
て
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
。
た
と
え
ば
、
託
児
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
の
が
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
は
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
掛
け
た
い
、け
れ
ど
子

供
は
ど
う
す
る
？
な
ど
と
い
う
と
き
に
事

前
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
申
し
込
め
ば
万
事

解
決
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
突
き
あ
た

り
手
前
に
あ
る
託
児
室
に
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
、
公
演
が
お
わ
る
ま
で
預
か
っ
て
く
れ
る
。

残
念
な
が
ら
、グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
催
さ
れ
る

す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
・
公
演
で
利
用
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
告
知
チ
ラ
シ
等

に
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。「
赤
と
ん
ぼ
号
」

と
い
う
名
の
巡
回
バ
ス
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。こ
れ
は
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
と
、有
度
山
に

あ
る
舞
台
芸
術
公
園
、県
立
美
術
館
等
の

学
術
・
文
化
ゾ
ー
ン
を
巡
回
す
る
無
料
バ

ス
で
、毎
週
日
曜
日
に
運
行
し
て
い
る
。
舞

台
芸
術
公
園
で
演
劇
を
楽
し
ん
だ
後
、グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
に
立
ち
寄
っ
た
り
、美
術
館
を

覗
い
た
り
と
い
う
際
、実
に
効
率
よ
く
、便

利
だ
。し
か
も
Ｊ
Ｒ
東
静
岡
駅
、Ｊ
Ｒ
草
薙
駅

を
経
由
す
る
の
で
ア
ク
セ
ス
面
で
も
好
都

合
。そ
の
上
、同
乗
の
ト
ラ
ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
説
明
し
て
く
れ
る
し
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
お
し
え
て
く
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
施
設
そ
の
も
の
を
借
り
て
使
っ
て
み

る
、と
い
う
の
も
い
い
。
な
に
し
ろ
こ
れ
だ
け

の
器
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
や
会
議
室
だ
け
で
な

く
、
個
人
レ
ベ
ル
で
利
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
も

ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
な
か
で
も
お
す
す
め
な
の

が
練
習
室
。
そ
こ
に
は
音
楽
や
演
劇
の
練

習
に
最
高
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
う
え
、
気

に
な
る
使
用
料
に
つ
い
て
も
、た
と
え
ば
午

前
中
３
時
間
借
り
る
と
１
、２
０
０
円
〜
、

丸
一
日
借
り
て
も
４
、７
０
０
円
〜
と
意

外
に
安
い（
Ｐ
25
料
金
表
参
照
）。
ま
た
、
趣

味
の
仲
間
で
作
品
展
と
い
う
と
き
に
は
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
役
立
つ
。

な
ん
た
っ
て
ハ
ー
ド
も
ソ
フ
ト
も
使
っ
た

モ
ン
勝
ち
。
利
用
す
れ
ば
利
用
す
る
ほ

ど
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
は
身
近
な
も
の
に
な

る
は
ず
だ
。
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こちらは『燦』おすすめのルネッサンス風中
世ケーキ（600円・セットでは900円）。中世
の貴婦人たちが愛したほのかな甘味のケー
キが折々に楽しめる。写真は“シャルロットマ
リーアントワネット”。甘味には、日本では手
に入りにくい「羅漢果」を使用。シェフのこだ
わりであるデリケートなおいしさが魅力。�

このほか、季節のフルーツとアイスクリーム�
（550円）も隠れた人気メニューの一つ。静
岡ならではのテイストも体験の価値アリ！�

人気ナンバーワンのオリジナルケーキセッ
ト（750円）は、7種類のケーキの中から好
きな2種類をチョイス。木いちごとアングレ
ズのソースのデコレーション、ドリンク（コー
ヒー、紅茶、ハーブティーのいずれか）が付
いたお得なセット。なかでも抹茶とレアチー
ズのケーキは人気。�

『オアシス』のおすすめは、何といっても地
場産のオリジナル料理。静岡県の旬の食
材を和風・洋風にアレンジ。香草がふんだ
んに使用されているのも特徴。スープ、ライス、
フルーツ（またはサラダ）が付いたランチは
1,200円～。�

味�
う�
わ�

ケーキやドリンクと楽しむ、�
音楽のひととき。�

中世の宮廷菓子と楽しむクラシック。ドリンク片手に堪
能するジャズ。そんなひとときに関心のある方におすす
めなのが、グランシップのオリジナル企画『クラシック・サ
ロン』と『ジャズ・ライヴ』。いずれも普段大きなホールで
しか聴けない旬のアーティストを小さな空間に招いて開
くもので、『クラシック・サロン』では特注のルネッサンス
期の宮廷菓子にワインあるいはティー付き、また『ジャズ・
ライヴ』にはドリンクがサービスされる。くつろいだ雰囲
気の中、耳も舌も満足。と、まさに音楽ファンにはたまら
ない、贅沢この上ないプログラムである。�

カウンターにはスタッフがスタンバイ。飲み
物をオーダーし、その場で支払うキャッシュ
＆デリバリースタイル。メニューはコーヒー、
紅茶、ジュース、ワインなどが200～500円。�

コンサートの開演前やステージの幕間にホワイエを上手
に活用できるようになれば、観客としても一人前。グランシ
ップには、ホールごとにホワイエが設けられているので、出
演者が楽屋で一息つくこの時間、観客もワインやお茶でし
ばしブレイク。�

大ホール3階� 大ホール1階� 中ホール� 静岡芸術劇場�

地場産オリジナル料理（ランチのみ） 1,200～1,500円�
週替わりランチ 1,000円�
駿河湾産桜海老のドリア 850円�
特製ローストビーフカレー 1,300円�
木の子とベーコン・ホーレン草のスパゲティー 930円�

シェフおすすめディナー（4,000～6,000円）など、コース料理もおすすめ。
生ビールやワインはもちろん、オードブルも多彩。�

レストラン『オアシス』の店内。
山下充氏による南仏の海を
モチーフとした油彩画が『燦』
と合わせて8点掛けられてい
る。こちらもクローズタイム�
（PM2：30～5：00）にはパー
ティーも可能。�

県外や外国からのお客様も多
いため、地元食材に関する知識
も必要だという。�

人気メニューベスト5

白に木目のブラウンのインテ
リアが落ち着いた雰囲気を
漂わせる『燦』。クローズタイ
ム（PM7：30～）を利用した
パーティーも受け付けている。
完全立食スタイルなら100名
までOK。�

ときにはこのスマイルに会いに
行くのも悪くない。�

1

2

3
4
5

1
2
3
4
5

レストラン『オアシス』�
OPEN／AM11：00～PM9：30（PM9：00オーダーストップ）�

本日のオリジナルケーキセット�
　　　　　　（ケーキ2種＋ドリンク） 750円�
ルネッサンス風中世ケーキセット�
　　　　　　（ケーキ＋ドリンク） 900円�
ホットケーキ 450円�
クリームあんみつ 550円�
ツナ、トマトのオーブンバーガー 580円�

人気メニューベスト5

カフェテリア『燦』�
OPEN／AM9：30～PM7：30

ア
タ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
同

じ
屋
根
の
下
に
あ
る
カ
フ
ェ
、レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
公
演
前
の
待
ち
合
わ
せ
、あ
る

い
は
腹
ご
し
ら
え
の
た
め
の
も
の
、と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
ん
な
風

に
利
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で

は
な
く
、む
し
ろ
大
歓
迎
で
は
あ
る
け
れ

ど
、た
ま
に
は
公
演
を
目
的
と
す
る
の
で
は

な
く
、カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
そ
の
も
の
を

目
的
に
出
掛
け
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
、

と
い
う
気
が
す
る
。
何
と
言
っ
て
も
、
開
演

の
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、ゆ
っ
た
り

で
き
る
の
が
い
い
。
ガ
ラ
ス
越
し
に
行
き
交

う
人
を
眺
め
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
ラ
ン
チ

や
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
。
す

る
と
、お
皿
の
上
に
盛
り
込
ま
れ
た
旬
や

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に
ふ
と
心
が
留
ま
る
。
時

間
も
穏
や
か
に
緩
や
か
に
流
れ
て
い
く
。

し
か
も
そ
れ
が
街
角
の
喫
茶
店
な
ど
で

味
わ
う
の
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
感
覚
で

あ
る
の
は
、も
し
か
し
た
ら
あ
た
り
に
漂
う

文
化
と
か
、
芸
術
と
か
、そ
う
い
う
空
気
の

せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ（
静
岡

県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
）の
役
者
た
ち
が

奥
の
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
し
て
い
た
り
、リ

ハ
ー
サ
ル
に
訪
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ひ
と

息
入
れ
て
い
た
り
。
そ
ん
な
光
景
に
出
遇

う
の
も
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
な
ら
で
は
。
そ
う

し
た
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
次
は
何
を
観

よ
う
か
、と
思
案
す
る
の
も
ま
た
楽
し
い

も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
内
に
あ
る
カ

フ
ェ
テ
リ
ア『
燦
』、レ
ス
ト
ラ
ン『
オ
ア
シ

ス
』で
は
、そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
も
わ
か
る

通
り
、地
元
の
特
産
を
実
に
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ん
で
い
る
。
な
か
に
は
浜
名
湖
産
う
な

ぎ
の
オ
ム
ラ
イ
ス（
１
、２
０
０
円
）な
ど
、静

岡
に
い
て
も
な
か
な
か
巡
り
あ
え
な
い
味
も

あ
っ
た
り
す
る
。こ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、先

頃
開
催
さ
れ
た『
シ
ア
タ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
』の
際
に
訪
れ
た
県
外
の
人
々
や
各
国

来
賓
の
方
々
に
も
大
好
評
で
、
舞
台
上
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
静
岡
の
味
の
ほ

う
も
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
よ
う
だ
。

ま
た
、ク
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た

パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
何
か
の
機

会
に
は
ぜ
ひ
、
相
談
を
。
静
岡
の
味
わ
い

を
さ
ら
に
ひ
と
ひ
ね
り
し
た
、ま
さ
に
ひ
と

味
違
う
パ
ー
テ
ィ
が
楽
し
め
そ
う
だ
。

獲
れ
た
て
駿
河
の
幸
を
粋
に
ア
レ
ン
ジ
。�

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
ケ
ー
キ
に
ブ
ー
ム
の
兆
し
。�
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グランシップのスケジュールが一目瞭然の
イベントカレンダー『ON the board』や、
本誌『G.』も、インフォメーションカウンター
で入手できる。�

ラウンジ内のプラズマディスプレイ。グランシ
ップで行われた公演のビデオを放映するこ
ともある。他に閲覧用モニターもあり、借出
用ビデオ1本なら収録時間内、2本以上の
場合は1時間以内で視聴可能。ソフト数は
雑誌と同様、音楽・舞台芸術を中心に約
200本。今年中には約500本が揃う予定。�

情報ラウンジには、一般の流通には乗らな
いような、音楽・舞台芸術・スポーツに関す
る専門誌が約70タイトル揃っている。また、
アメリカの音楽新聞『MELODY maker』も。�

『ぴあ』のチケットもインフォメーションカウンターで購入できる。�

インターネット端末は2台。
情報検索は一人1回につき
30分まで無料で利用できる。� イベントの際などでわからないことがあったら、グランシップサポーターに気軽に質問を。ご覧の服装が目印。�

知�
る�

買�

う�

得�

す�る�

　が目印のインフォメーションカウンター。
プレイガイド、館内案内はもちろん、迷子、落
とし物もこちらで。なお、イベントに関する問
い合わせは電話でも受け付けており、また
専用ホームページも設けている。�
TEL054-289-9000　�
http://www.granship.or.jp

?

れ
だ
け
情
報
に
溢
れ
た
世
の
中
だ

と
、
欲
し
い
情
報
を
必
要
な
量
だ

け
取
り
出
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
。
要
は〝
何
の
〞情
報
を〝
何
で
〞〝
ど

う
〞取
り
出
す
か
、な
の
だ
が
。

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
に
限
っ

て
言
え
ば
、メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら

入
っ
て
す
ぐ
の
左
手
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
向
く
の
が
、や
は

り
最
も
手
っ
取
り
ば
や
く
、
確
実
だ
。
こ
こ

に
は
先
々
の
予
定
が
一
目
で
わ
か
る
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー『
Ｏ
Ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ

ｄ
』を
は
じ
め
、
各
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
や
本

誌
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
マ
ガ
ジ
ン『
Ｇ.

』、さ
ら
に

は
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
内
の
各
ホ
ー
ル
・
施
設
を

紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
揃
っ
て
い
る
し
、

こ
れ
は
！
と
思
え
ば
、そ
の
場
で
チ
ケ
ッ
ト

を
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
て
、グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
も
で
き
た
こ
と
だ

し
、こ
の
機
会
に
芸
術
文
化
に
つ
い
て
も
う

少
し
勉
強
し
て
み
た
い
、と
い
う
人
に
は
、

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
が
お
す
す
め
。
一
般
の
書

店
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
、そ
の
道
の
専

門
誌
が
豊
富
に
取
り
揃
っ
て

お
り
、ビ
デ
オ
の
視
聴
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
検
索
も

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
県
立
中

央
図
書
館
の
本

を
借
り
た
り
、
返

却
し
た
り
で
き
る
の

も
、こ
の
ラ
ウ
ン
ジ
の
魅

力
の
一
つ
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
図
書
の
検
索
、
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
使
っ
て
午
前
中
に
本
を
予
約
す
れ
ば
、

夕
方
に
は
中
央
図
書
館
か
ら
配
送
さ
れ
、

こ
こ
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

HOW
TO

KNOW

HOW
TO

PROFIT

ラウンジ内の雑誌やビデオの閲覧、インターネット端末の利用

のほかに、静岡県立中央図書館本館にある図書、ビデオの検

索、リクエスト（予約）、貸出、返却も。なお、貸出には貸出カー

ドが必要なので、初めての人は住所を確認できるもの（運転免

許証、保険証、学生証など）を持参の上、申し込みを。県外在

住の方も利用可（但し、ビデオは除く）。

利用時間／ＡＭ9：00～ＰＭ10：00 但し、貸出・予約はAM10：00

～PM1：00、PM2：00～PM9：00

内のインフォメーションカウンターで購入で

きるチケットは、グランシップで開催される

ものだけ、そう思い込んでいる人が案外多いので

はないだろうか。しかし、実はここは『ぴあ』のプレイ

ガイドでもあり、静岡県内外で行なわれるコンサー

ト、イベントのチケットも扱っている。備えつけの雑

誌『ぴあ』をパラパラッとめくって、グッとくるものが

あれば、即チケットキープ。そんなことが手軽にで

きるのもうれしい。

人を超えた。中にはもう2度3度と足を運んでいる、という

人も少なくないだろう。というわけで、そんな人にはぜひ『グ

ランシップ友の会』に入会されることをおすすめしたい。メ

ンバーになると、静岡県文化財団が指定する公演やイベ

ントのチケットが10％割引となるほか、チケット先行予約

や提携店割引など、さまざまな特典がある。なにしろ今後

もグランシップには楽しみなプログラムが続 と々控えてい

る。ここで入会しておいて決してソンはないと思うのだが。

『グランシップ友の会』の会員タイプは3種類。年会費はそれ
ぞれレギュラー会員2,000円、カード会員3,000円（別途NICOS
年会費が必要）、法人会員20万円。申し込み・問い合わせ
は、グランシップ友の会事務局：TEL054-203-5714まで。詳
しくはP27を参照のこと。

月のオープン

以来、グラン

シップを訪れた人

は、すでに延べ50万

グランシップオリジナルチケット
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特別室�

情報ラウンジ、3階ロビー�

情報ラウンジ�

11階大ホール側のロビー�

10階展望ロビー� 10階展望ロビー�中ホールのホワイエ�

9～12階会議室�
会議ホールの�
テーブル付きスタッキング� 2階ロビー�

会議ホールの革張りの椅子� 2階ロビー�

憩
う�

グランシップ広場� グランシップ広場� 10階・12階会議室の高機能事務椅子�10階・12階会議室の高機能事務椅子� 会議ホールの革張りの椅子� 2階ロビー�

9～12階会議室�
会議ホールの�
テーブル付きスタッキング� 2階ロビー�

会議ホールの傍聴席� 10階展望ロビー� 10階展望ロビー�

特別室� 特別室の     モンローチェア� 6階交流    ホール� 大ホール1階の    ホワイエ�

中ホール�

大ホール5階のバルコニー席� 情報ラウンジ、3階ロビー�

中ホールのホワイエ�

情報ラウンジ�

12階特別室の革張りソファ。NY近�
代美術館永久展示品のレプリカ�
12階特別室の革張りソファ。NY近�
代美術館永久展示品のレプリカ�

11階大ホール側のロビー�大ホールのアリーナ席�

ランシップの密かなこだわりは、実は

椅子にある。フォルムの美しさだけ

ではなく、感触や座り心地の点から厳選さ

れた椅子たちをこうして集めてみると、なる

ほど圧巻。たとえば会議室の椅子は、長時

間でも疲れない人間工学を極めたカタチ。

また、ホールの椅子には、心地よさと豊かさ

を兼ね備えた佇まいがある。ロビーやホワ

イエでも、サロンの雰囲気を持つ優雅な椅

子、友達と気さくにくつろげるソファ…と、さ

まざまな椅子に出会えるのもまた、グラン

シップならではの愉しみ。待ち合わせに、芝

居の幕間に、あるいは歩き疲れて、ふと腰を

おろしたとき、あらためてその存在に目を向

けてみるのも面白いのではないかと思う。

グランシップマガジン―12
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ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
で
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
オ
ペ
ラ
で
も
な

く
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
も
な
い
。「
動
き
」
を
中
心
に
、

演
奏
、
歌
、
踊
り
、
語
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
が
一
つ
に
な
っ
た
総
合
芸
術
。
そ
こ
に
は

豊
か
な
音
楽
性
や
ド
ラ
マ
と
と
も
に
、
集
団
演
技

な
ら
で
は
の
動
き
の
美
し
さ
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も

沸
き
立
つ
よ
う
な
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
あ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
ヒ
ン

ト
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
ム
ー
ビ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
。
世
界
初
の
こ
の
総
合
芸
術
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
そ
う
し
た
名
が
つ
け
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
そ
の
名
の
通
り
、〝
動
く
音
楽
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
〞で
あ
る
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
、

舞
踊
、
合
唱
、
朗
読
が
融
合
さ
れ
、
紡
ぎ
だ
さ
れ

て
ゆ
く
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
開
催
日
は「
県
民
の

日
」に
あ
た
る
８
月
21
日
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
壮
大
な

音
楽
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
紡
ぎ
手
は
、
県
民
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
宇
宙
の
誕
生
に
始
ま
る
。
荒

涼
と
し
た
風
の
音
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
か
く

語
り
き
』で
幕
を
開
け
る
象
徴
的
な
プ
ロ
ロ
ー
グ
。

や
が
て
太
陽
が
生
ま
れ
、
惑
星
が
現
わ
れ
、
そ
し

て
、
生
命
が
産
声
を
あ
げ
る
。
怒
り
、
哀
し
み
、

希
望
と
喜
び
…
…
。

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
谷
川
俊
太
郎
氏

の
処
女
詩
集『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』で
あ
る
。

40メートル四方の大空間がステージになる。スタジアムになる。�

歌い、語り、踊り、演奏する……その動きの中から紡ぎだされるストーリー。�

“ムービング ミュージック エクスプレス”と名づけられた�

この「動き」の総合芸術パフォーマンスはいよいよ８月２１日、�

世界で初めて、このグランシップ大ホールで披露される…。�
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当
時
21
才
だ
っ
た
詩
人
の
瑞
々
し
い
感
性
が
大

ホ
ー
ル
の
ア
リ
ー
ナ
を
静
か
に
、
か
つ
強
烈
に
満

た
し
て
い
く
様
子
は
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
胸

が
震
え
る
思
い
だ
。

一
方
、
そ
れ
ら
の
詩
を
朗
読
す
る
の
は
俳
優
で

あ
り
、
最
近
で
は
画
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
榎
木

孝
明
氏
。
広
く
知
ら
れ
る
そ
の
ふ
く
よ
か
な
声

質
、
語
り
の
向
こ
う
に
、
観
客
は
果
た
し
て
何
を

見
る
の
だ
ろ
う
。

昨
日
の
奥
の
十
億
年

明
日
の
奥
の
十
億
年

谷
川
俊
太
郎
作
「
周
囲
」
よ
り

人
類
は
小
さ
な
球
の
上
で

眠
り
起
き
そ
し
て
働
き

と
き
ど
き
火
星
に
仲
間
を
欲
し
が
っ
た
り
す
る

谷
川
俊
太
郎
作
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
よ
り

こ
の
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
舞
踊
、マ
ー
チ
ン

グ
、
合
唱
、
吹
奏
楽
演
奏
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
演
奏

と
い
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心
に
、
光
と
音
の
効

果
で
彩
ら
れ
る
。
緩
急
を
つ
け
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

音
楽
、
静
と
動
の
対
比
か
ら
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

ス
テ
ー
ジ
は
、
見
て
い
る
も
の
を
決
し
て
飽
き
さ
せ

な
い
。
否
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
放
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
観
客
た
ち
は
圧
倒
さ
れ
、い
つ
し
か

自
分
も
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
一
人
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ぜ

ひ
と
も
、
ス
テ
ー
ジ
に
流
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に
し
っ
か

り
と
受
け
と
め
て
帰
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

宇
宙
・
生
命
の
悠
久
の
流

れ
に
お
い
て〝
自
分
〞は
ど
こ

に
存
在
す
る
の
か
。
ま
た
、

ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

不
安
の
中
で
迷
う
若
者
た

ち
、
大
人
た
ち
に
、
生
命
の

神
秘
、
命
の
尊
さ
、
人
間
の

尊
厳
を
思
い
起
こ
し
、
元
気

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
希

望
と
喜
び
を
も
っ
て
21
世
紀

を
迎
え
て
ほ
し
い
…
…
そ
ん

な
願
い
を
込
め
て〝
21
世
紀
の
若
者
た
ち
に
捧
げ

る
〞ム
ー
ビ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
。

県
民
出
演
者
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
熱
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
１
時
間
半
で
あ
る
。

県
民
自
身
の
手
で
創
造
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
と
は

い
え
、
そ
の
舞
台
に
は

錚
々
た
る
面
々
も
う
か
が

え
る
。
な
に
し
ろ
世
界
初

の
試
み
、
し
か
も
日
頃
交

流
の
な
い
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル

が
複
合
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
要
所
要
所
は
第
一
線

の
プ
ロ
が
き
っ
ち
り
と
担
い
、

ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
盛

り
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
だ
。

ま
ず
、
総
合
演
出
に
は

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
界
の
第
一
人
者
山
崎
昌
平
氏

（
次
ペ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
参
照
）。
ソ
リ
ス

ト
に
静
岡
県
出
身
で
世
界
的
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
奏
者
で
あ
る
須
川
展
也
氏
と
、
パ
ワ
フ

ル
な
女
性
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ト
リ
オ
ザ
・
バ
ー
ズ
を

迎
え
る
。
さ
ら
に
浜
松
市
出
身
の
作
曲
家
伊
藤
康

英
氏
が
音
楽
監
修
・
作
曲
・
編
曲
を
担
当
の
ほ
か
、

ピ
ア
ノ
で
も
参
加
す
る
。

一
方
、
県
内
ア
マ
チ
ュ
ア
の
参
加
者
は
、
世
代
と

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
小
学
生
か
ら
熟
年
ま
で
と
幅

広
く
、
総
勢
５
０
０
名
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
は

静
岡
市
立
森
下
小
学
校
、
静
岡
市
立
商
業
高
等

学
校
、
県
立
浜
松
商
業
高
等
学
校
の
３
校
が
、
ま

た
、
吹
奏
楽
で
は
静
岡
英
和
女
学
院
の
中
学
校

と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
参
加
。
合
唱
参
加

は
静
岡
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
、
藤
枝
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー

ル
、
藤
枝
少
年
少
女
合
唱
団
の
３
団
体
。
合
唱
指

導
は
静
岡
大
学
名
誉
教
授
藤
井
京
子
氏
が
あ
た

る
。
さ
ら
に
舞
踊
で
は
佐
藤
典
子
舞
踊
団
が
参

加
、
と
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
た
。

プ
ロ
と
県
民
出
演
者
と
が
一
体
と
な
り
、
40

メ
ー
ト
ル
四
方
の
ア
リ
ー
ナ
で
繰
り
広
げ
る
動
く

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
参
加
す
る
喜
び
と
見
る
喜

び
に
あ
ふ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
。
こ
の
世
界
で
初
め
て
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

昨
日
の
奥
の
十
億
年

明
日
の
奥
の
十
億
年

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
と
オ
リ
オ
ン
星
雲
と
の

地
球
に
関
す
る
事
務
的
な
会
話

机
の
下
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

お
や
つ
の
チ
ョ
コ
レ
イ
ト

せ
い
ぜ
い
無
限
ほ
ど
の
体
積
し
か
持
た
な
い

人
間
の
頭
脳

し
か
る
が
故
の

感
情
の
価
値

谷
川
俊
太
郎
作
「
周
囲
」
よ
り

俳優。武蔵野美術大学デザイン科に学んだ後、劇団四季に入団。’81年『オンディーヌ』で舞

台初主演。’83年には劇団を退団し、NHK朝の連続テレビ小説『ロマンス』に主役でテレビ

デビュー。その後、俳優として映画・テレビ・舞台で活躍の傍ら、アジアを中心に旅のスケッ

チを描き、ネイチャリング番組にも多く出演している。代表作に映画『天と地と』『天河伝説殺

人事件』、NHK大河ドラマ『独眼竜政宗』『毛利元就』、舞台『ラブ・レターズ』（パルコ劇場）

『胡桃・私が愛したハムレット』（東京グローブ座）など。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
草
分
け
的
存

在
で
あ
り
、
第
一
人
者
で
も
あ
る
。
国

体
や
植
樹
祭
な
ど
、
皇
族
が
関
係
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
手
掛
け
る
山

崎
氏
が
、
こ
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け

は
ア
メ
リ
カ
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
優

れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
の
指
導
者
に
出
会
い
、

そ
の
楽
し
み
を
知
っ
た
の
だ
と
い
う
。

「
ア
メ
リ
カ
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が

最
も
盛
ん
な
国
と
い
え
る
で
し
ょ
う

ね
。
イ
ギ
リ
ス
の
セ
レ
モ
ニ
ー
的
な
も

の
と
は
対
照
的
に
と
て
も
シ
ョ
ー
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
て
、
誰
も
が
楽
し
め
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
何
で
も

１
位
２
位
を
決
め
な
く
て
は
承
知
し

な
い
国
民
性
で
す
か
ら
、
賞
金
を
懸

け
た
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
あ
る
。
一
方
、

日
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
が
主
体
で
す
か
ら
ね
、
賞
金
を

懸
け
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
な
い
わ

け
で
す
」

そ
し
て
、
日
本
は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
中
で
は
一
生
懸
命
や
る
け
れ
ど
、

縦
横
の
広
が
り
が
な
い
、
と
つ
け
加
え

た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ジ
ャ
ン
ル

を
越
え
て
一
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
あ

げ
る
今
回
の
企
画
は
画
期
的
な
試
み

で
あ
る
。

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
横
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
互
い
に
協
力
、
刺
激
し

あ
っ
て
新
し
い
文
化
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
る
ん
で
す
」

今
回
は
マ
ー
チ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
、
合

唱
、
吹
奏
楽
な
ど
、
プ
ロ
・
ア
マ
合
わ
せ

て
10
団
体
以
上
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ

５
月
か
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
バ
ン
ド
、
そ
れ
も
幾

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
合
同
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
る
場
合
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
出
演
者
が

楽
し
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ス
ト
ー

リ
ー
よ
り
も
、
出
演
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で

す
。
人
が
集
ま
っ
た
と
き
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
っ
て
大
き
な
チ
カ
ラ
に
な
り
ま
す

か
ら
ね
。
も
ち
ろ
ん
見
て
い
る
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
も
重
要
で
す

よ
。
で
も
、
我
々
が〝
あ
あ
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
な
〞と
思
え
る
の
は
、
当
日
の
拍

手
で
は
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
が〝
楽

し
か
っ
た
ね
。
よ
し
、
来
年
も
〞と
言
っ

て
く
れ
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
」

見
て
、
聞
い
て
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
。

そ
れ
も
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
べ

て
当
日
の
お
楽
し
み
。

「
と
に
か
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
最
終
的
に
は
、
見
る
人
と
出
演
者

が
ど
こ
で
一
緒
に
な
る
か
、
な
ん
で
す

ね
。
見
る
人
も
拍
手
で
参
加
す
る
つ

も
り
で
、
よ
か
っ
た
と
き
に
は
惜
し
み

な
い
拍
手
を
。
参
加
者
た
ち
は
そ
れ

が
あ
っ
て
初
め
て
、
次
も
頑
張
っ
て
み

よ
う
、
と
思
え
る
わ
け
で
す
か
ら
」

◆集団演技の指導のポイントは「それぞれの気持ちをどう引き出し、
どう一つにまとめるか、ですね」

立教大学経済学部卒業後、’66年より’80年まで日本初の本格的

マーチングバンド《日本ビューグルバンド》にてドラムメジャー、バ

ンドディレクターとして活躍。千葉国体を皮切りに、全国20都道

府県の『国体』『インターハイ』『全国植樹祭』などでマーチング及

び集団パフォーマンスを指導のほか、東京消防庁特別職員、自

衛隊音楽祭マーチング担当として活躍。現在、日本マーチング

バンド指導者協会公認指導員としてイベントを手懸ける一方、全

日本マーチングバンド＆バトントワリング連盟副理事長を務める。

作曲家。東京芸術大学作曲科、同大学院修了の後、日本音

楽コンクール作曲部門など、数々の入賞を果たす。これまで

に40作近い吹奏楽曲を発表し、なかでも交響詩『ぐるりよざ』

の作曲者として世界に知られる。また、歌曲作家としても親し

みやすいメロディーを次 と々生み出し、一方、ピアニストとして

も活躍。CD作品に吹奏楽作品集『ぐるりよざ』、歌曲作品を

収めた『林望叙情小曲集あんこまパン』などがある。2000年

のとやま国体では、入場マーチの作曲を担当。現在、芸大な

どで講師を務める。静岡県浜松市出身。

東京芸術大学同期生、長谷川友紀、神田佳子、佐々木啓恵

によるパーカッション・トリオ。’93年結成の後、’95年に初リサイ

タルを開催。’98年３月には東京芸術劇場においてコンピュー

ターやシンセサイザー、サンプリング等によるビートとパーカッ

ションによる人間的なビートが織り成す刺激的なリズム世界

『The future of beat』を開催し、好評を得る。また『TEM-

PUS NOVUMU6』『現在形の音楽’95近藤譲 打楽器作品

展』等、作曲家グループとのコラボレーションも数多く行なうな

ど、常にパーカッションの可能性を追求している。

サクソフォーン奏者。東京芸術大学に学び、第51回日本音楽

コンクール管楽器部門第2位（1位なし）、第1回日本管打楽

器コンクール・サクソフォーン部門第1位を受賞し、デビュー。

文化庁派遣による各国リサイタル、オーケストラとの共演等に

おいてヨーロッパ、アメリカでも高い評価を得る。現在、芸大

講師を務めるほか、東京佼成ウインドオーケストラのコンサー

トマスター、サクソフォーン四重奏団《トルヴェール・クヮルテッ

ト》のリーダーも務める。’94年度村松賞、第4回出光音楽賞

のほか、受賞歴多数。

◆ムービングミュージックエクスプレスは世界初の試み。
そこにはどんな感動が待っているだろう。

朗　読

サクソフォーンパーカッション音楽監修・ピアノ

◆谷川俊太郎氏21歳のときに綴った処女詩集『二十億光年の孤独』がモチーフに。
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そ
の
日
、
観
世
流
二
十
六
世
宗
家
は『
翁
』を

舞
っ
た
。
す
べ
て
の
演
者
が
精
進
潔
斎
し
て
臨
む

こ
の
曲
は
、
五
穀
豊
穣
、
国
土
安
穏
を
祈
祷
す

る
神
聖
な
一
番
。「
と
う
と
う
た
ら
り
…
」
と
謡

い
だ
す
と
、
そ
の
声
に
あ
た
り
の
空
気
が
ス
ッ
と

道
を
あ
け
る
。
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
〝
宗
家
が

放
つ
も
の
〞の
チ
カ
ラ
で
あ
っ
た
。
観
て
い
る
者
を

滔
々
と
満
た
す
、
神
々
し
さ
と
清
々
し
さ
。
そ
ん

な
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
感
動
を
胸
に
、
演

能
後
の
宗
家
を
楽
屋
に
訪
ね
た
。

―
―
こ
の
度
は
、
静
岡
県
能
楽
鑑
賞
会
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
能
舞
台
の
こ
け
ら
落
と
し
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
公
演
を
終
え
ら
れ
て

の
感
想
、
ホ
ー
ル
の
印
象
な
ど
か
ら
う
か
が
わ

せ
ん
ざ
い�

「
足
利
義
満
氏
ゆ
か
り
の
金
閣
寺
に�

父
が
翁
、私
が
千
歳
を
勤
め
た
こ
と�

先
祖
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、�

観
阿
弥
世
阿
弥
親
子
も
こ
う
し
て�

し
み
じ
み
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ
い�

お
い
て�

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�『
翁
』
を
勤
め
た
の
か
、と�

ご
ざ
い
ま
し
た
」�
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せ
て
く
だ
さ
い
。

「
新
幹
線
を
降
り
ま
し
て
、
駅
か
ら
車
で
ず
っ

と
こ
ち
ら
へ
参
り
ま
す
と
き
に
車
窓
か
ら
拝
見
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
も
う
大
層
立
派
な
建
物
で
ご

ざ
い
ま
す
ね
。
な
ん
で
も
駅
ま
で
新
し
く
お
造
り

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
て
。
こ
れ
だ
け
立
派
な

建
物
で
す
の
で
、
中
身
も
ぜ
ひ
、
内
容
の
あ
る
も

の
を
大
い
に
お
や
り
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

―
―
ご
宗
家
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
を
は
じ
め
、
パ
リ
、
イ
ン
ド
な
ど
、
海
外
で

も
数
多
く
公
演
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
空
間
、

空
気
の
違
い
は
お
能
の
完
成
度
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
能
は
緊
張
の
美
学

な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
し
、
空
気
み
た
い
な
も
の
が

非
常
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
す
が
。

「
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
観
世
能
楽
堂

が
東
京
の
渋
谷
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
稽
古

や
申
し
合
わ
せ（
＝
リ
ハ
ー
サ
ル
）を
通
じ
て
私
ど

も
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
舞
台
で
ご
ざ
い
ま
す
。

能
で
は〝
運
び
〞
と
申
し
ま
し
て〝
す
り
足
〞
を
い

た
し
ま
す
が
、
観
世
能
楽
堂
な
ら
ば
、
何
も
考
え

ず
と
も
あ
る
地
点
か
ら
あ
る
地
点
ま
で
同
じ
歩

数
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
私
ど
も
の

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
な
い
、
し
か
も
能
楽
堂
で

は
な
い
、
本
日
の
よ
う
に
劇
場
に
い
わ
ゆ
る
所
作

台
を
敷
き
詰
め
た
ホ
ー
ル
で
す
と
、
同
じ
三
間
四

方
に
立
ち
ま
し
て
も
、
空
気
、
匂
い
が
違
い
ま
す

ね
。
そ
し
て
、
海
外
と
な
り
ま
す
と
、
ま
す
ま
す

も
っ
て
違
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
新
鮮
な
発

見
を
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
申
し
上
げ

た
よ
う
に
、い
つ
も
は
六
足
な
の
に
今
日
は
八
足

行
か
な
け
れ
ば
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

―
―
四
歳
で
初
舞
台
を
踏
ま
れ
、
三
十
代
早
々
で

家
元
と
な
ら
れ
て
今
日
ま
で
、
そ
の
間
に
お
能
に

対
す
る
意
識
は
変
わ
ら
れ
ま
し
た
か
。

「
や
は
り
家
を
継
い
で
、
家
督
を
相
続
し
た
自

分
と
、
そ
の
前
の
、い
わ
ゆ
る
親
の
七
光
り
で
生

き
て
い
た
自
分
と
は
か
な
り
の
変
化
が
ご
ざ
い
ま

す
。
自
分
で
は
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
、
弟
た
ち
に
指
摘
さ
れ
て
我

に
返
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
し
。

家
元
云
々
は
抜
き
に
し
て
も
、
正
直
な
気
持
ち
、

能
と
い
う
の
は
演
じ
る
側
に
と
っ
て
は
非
常
に
辛

い
も
の
、
苦
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
生
み

り
ま
す
が
、
食
事
も
す
れ
ば
、
酒
も
飲
み
ま
す
。

私
も
生
身
の
人
間
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
は
り

ど
こ
か
で
現
実
逃
避
を
し
た
い
と
い
う
願
望
も
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
私
ど
も
の
世
界
で
は
、
家
元

と
い
え
ど
も
舞
台
で
勝
負
す
る
こ
と
が
根
源
で

あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
舞
台
が

よ
け
れ
ば
後
は
ど
う
で
も
、
と
い
う
わ
け
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
と
し
て
は
や
は
り
一
番
一

番
、
出
来
不
出
来
は
別
と
し
て
、
充
実
感
を
も
っ

て
お
客
様
に
お
見
せ
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
能
の

家
に
生
ま
れ
た
者
の
ま
ず
第
一
の
勤
め
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
自
ら
の
芸
道
を
極

め
、
ま
た
家
元
と
し
て
流
儀
を
と
り
ま
と
め
て
い

く
。
こ
れ
は
一
生
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

亡
く
な
っ
た
父
も
、
家
元
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
も

の
、
な
ど
と
は
一
言
も
申
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

亡
く
な
る
ま
で
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
悶
々

と
し
て
い
た
の
で
は
、
と
思
う
の
で
す
が
」

て
、
こ
れ
は
演
者
に
と
っ
て
は
大
変
大
き
な
こ
と

な
ん
で
す
ね
。
特
に
能
の
場
合
は
面（
お
も
て
）を

付
け
ま
す
の
で
、
素
顔
、
素
の
ま
ま
の
稽
古
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
日
頃
稽
古

を
重
ね
て
い
る
空
間
と
そ
う
で
な
い
空
間
と
に
は

微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
良
く
も
悪
く
も
演

者
に
影
響
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
ご

ざ
い
ま
す
ね
」

―
―
日
本
で
は
、
能
は
難
し
い
も
の
、
予
備
知
識

が
な
け
れ
ば
観
て
は
い
け
な
い
も
の
、
と
い
う
先

入
観
を
持
た
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
海
外

と
日
本
の
お
客
様
の
違
い
を
舞
台
で
ど
の
よ
う
に

お
感
じ
に
な
ら
れ
ま
す
か
。

「
日
本
の
場
合
は
能
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
他

ジ
ャ
ン
ル
で
も
、
知
っ
て
て
当
然
、
こ
ん
な
こ
と
を

聞
い
た
ら
失
礼
、
大
恥
も
の
だ
と
い
う
意
識
が
ご

ざ
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
日
本
の
文
化

の
特
性
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
海
外
で
は
投
げ

た
ボ
ー
ル
が
ま
っ
す
ぐ
に
返
っ
て
く
る
。
も
っ
と
率

直
で
素
直
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
言
葉
は
理
解
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
、
い
い
も
の
は
い

い
、
と
。
全
身
で
観
て
ら
っ
し
ゃ
る
。
能
を
楽
し

も
う
、
文
化
を
理
解
し
よ
う
、
と
い
う
気
持
ち

は
、
海
外
の
方
が
ず
っ
と
素
直
な
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
」

―
―
と
こ
ろ
で
き
ょ
う
の
演
目
は『
翁
』で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
々
代
が
随
筆
の
中
で〝
翁
は
何
べ
ん

舞
っ
て
も
、
そ
の
た
び
に
心
身
の
新
た
な
も
の
を

感
じ
る
。
…
…
よ
く
ぞ
能
の
家
に
生
ま
れ
て
き
た

と
思
う
〞と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
宗
家
自
身

は
観
世
流
の
お
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

「
そ
れ
は
難
し
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
家

元
業
と
い
う
重
責
を
担
わ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

◆静岡県能楽鑑賞会から県に寄贈された能舞台のこけら落とし公演は、
観世宗家の『翁』で幕を開けた。（6月26日、グランシップ中ホール・大地）

写真提供：静岡新聞社

の
苦
し
さ
、
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
あ
れ
だ
け

稽
古
し
た
の
に
ダ
メ
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
ほ
う

が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
」

―
―
一
方
、
お
能
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
こ
こ
数
年
、
薪
能
も
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お

り
ま
す
し
、
海
外
で
も
人
気
の
よ
う
で
す
が
。

「
ま
あ
、
能
ブ
ー
ム
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
全

国
で
開
催
さ
れ
る
薪
能
の
数
な
ん
て
い
う
の
は
、

そ
れ
は
も
う
大
変
な
数
だ
そ
う
で
す
ね
。「
薪
能
」

と
い
う
専
門
の
雑
誌
ま
で
出
て
い
る
ぐ
ら
い
で
す

が
、
こ
の
ブ
ー
ム
は
本
当
に
そ
う
な
の
か
、
と
。

そ
う
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
薪
能

の
よ
う
に
特
設
の
会
場
で
数
千
人
の
観
客
動
員

が
あ
っ
た
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
数
千
人
が
果
た

し
て
能
楽
堂
に
来
て
く
だ
さ
る
か
と
い
う
と
、
な

か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
わ
け
で
す
。
よ
く
経
済

環
境
が
不
況
の
と
き
ほ
ど
文
化
は
育
つ
な
ど
と

い
い
ま
す
が
、
確
か
に
そ
う
い
う
現
象
の
一
つ
の

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
能
が

そ
こ
に
根
づ
い
て
い
る
か
と
申
し
ま
し
た
ら
、
そ

れ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
と
し
て
は
能
を
一
部

の
方
だ
け
に
ご
提
供
申
し
上
げ
る
の
で
は
な
く

て
、
若
い
方
に
も
っ
と
気
軽
に
観
て
い
た
だ
き
た

い
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
気

持
ち
か
ら
、
私
ど
も
の
流
儀
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
開
設
し
た
り
し
て
頑
張
っ
て
お
る
の
で
す

け
れ
ど
も
」

―
―
こ
れ
ま
で
で
最
も
思
い
出
深
い
舞
台
と
い
い

ま
す
と
？

「
こ
れ
は
亡
く
な
り
ま
し
た
父
と
の
一
番
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
先
年
、
足
利
義
満
氏
ゆ
か
り
の
金

閣
寺
で
内
部
外
部
の
大
修
理
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
の
落
慶
の
ご
法
要
の
折
に
舞
っ
た『
翁
』が
最
も

思
い
出
に
残
っ
て
お
り
ま
す
ね
。
父
が
翁
で
、
私

15―グランシップマガジン
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本当は決してあってはならないことですけれど、涙がこぼれそうな、そういう思いにかられることもございます」



グランシップマガジン―16

S E R I E S

わ が 羅 針�

が
千
歳（
せ
ん
ざ
い
）を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
先
祖
ゆ
か
り
の
地
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
観
阿
弥
世
阿
弥
親
子
も
こ
う
し
て『
翁
』を

勤
め
た
の
か
な
、
と
。
先
祖
還
り
と
申
し
ま
し
ょ

う
か
。
父
も
非
常
に
感
激
し
て
お
り
ま
し
た
し
、

私
も
大
変
し
み
じ
み
と
い
た
し
ま
し
た
。
金
閣
寺

と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
き
ら
び
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
が
先
立
つ
も
の
で
す
が
、
実
際
に
内
部
を
楽
屋

と
し
て
拝
借
し
、
池
に
張
り
だ
す
よ
う
に
誂
え

ら
れ
た
特
設
の
舞
台
で
演
じ
ま
す
と
、
と
て
も
感

慨
深
く
、
歴
史
の
重
み
と
い
う
も
の
を
い
た
く
感

じ
ま
し
た
」

―
―
大
道
具
や
背
景
を
用
い
ず
、
し
か
も
霊
や
草

木
の
精
が
登
場
し
、
幽
玄
の
世
界
を
展
開
す
る

能
は
、
馴
染
み
の
な
い
方
に
は
ま
す
ま
す
と
ら
え

ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
楽
し
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
教
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
。

「
能
に
は〝
も
の
の
哀
れ
〞が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

そ
れ
が
と
て
も
宗
教
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ

り
、
弔
っ
て
く
だ
さ
い
、
成
仏
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、

と
い
っ
た
終
わ
り
方
を
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
現
代
人
の
日
常
生
活
の
中
で
は
な
か
な
か

汲
み
取
る
こ
と
の
で
き
に
く
い
も
の
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
私
は
決
し
て

源
氏
物
語
や
伊
勢
物
語
を
読
ん
で
こ
い
と
か
、
和

歌
の
一
つ
ぐ
ら
い
作
れ
な
け
れ
ば
、
な
ど
と
要
求

い
た
し
ま
せ
ん
。
能
の
素
晴
ら
し
さ
と
は
何
か
と

い
え
ば
、
そ
の
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
愛
だ
と
か
、
恋
だ
と
か
、
戦
争
だ
と
か
、

裏
切
り
だ
と
か
。
現
代
人
に
も
通
じ
る
も
の
が
能

の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
れ
を

一
度
で
す
っ
き
り
と
わ
か
ろ
う
と
す
る
と
、
中
に

は
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
で
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
大
曲
を

サ
ッ
と
一
度
聴
い
て
、〝
ウ
ン
、い
い
ね
〞と
い
う
人

は
な
か
な
か
い
な
い
と
思
う
の
で
す
。
繰
り
返
し

聴
い
て
、
耳
に
残
る
旋
律
が
あ
っ
た
り
し
て
、〝
い

い
ね
〞に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
ま
あ
、
素
人

考
え
で
す
け
れ
ど
ね
。
能
の
場
合
は
、
入
門
編
と

し
て
ま
ず
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
っ
て
、
視
覚
に
訴

え
る
も
の
、
た
と
え
ば『
船
弁
慶
』の
よ
う
な
も
の

か
ら
ご
覧
に
な
る
と
よ
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん『
井
筒
』や『
野
宮
』の
よ
う
に
し

み
じ
み
と
し
た
曲
を
ご
覧
に
な
る
の
も
い
い
と
は

思
い
ま
す
。
で
も
、
私
と
し
て
は
見
た
目
に
も
華

や
か
な
も
の
か
ら
お
入
り
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
薪
能
も
い
い
で
す

ね
。
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
の
は
開
放
感
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、〝
能
を
観
に
行
く
〞と
い
う
構

え
た
気
持
ち
で
は
な
く
、
夕
涼
み
が
て
ら
虫
の
音

を
聴
き
つ
つ
お
能
を
観
ま
し
た
、
と
か
、
煌
々
と

照
っ
て
い
る
満
月
の
も
と
、
綺
麗
な
女
性
に
出
会

い
ま
し
た
、
と
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
入
っ
て

い
か
れ
る
の
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
能
に
は
予
備
知
識
が
必
要
、
な
ど
と
い
う

意
識
は
、
ぜ
ひ
と
も
拭
い
去
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」

―
―
最
後
に
今
後
の
ご
予
定
、
新
し
い
試
み
な
ど

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
先
年
、
何
曲
か
復
曲
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
す
が
、
今
後
は
復
曲
と
い
う
よ
り

も
、
現
行
曲
の
洗
い
直
し
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
古

い
時
代
の
演
出
法
を
少
し
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い

な
、
と
。
た
だ
、
こ
れ
は
大
変
時
間
の
か
か
る
作

業
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、い
つ
に
な
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」

【かんぜきよかず】能楽師
（観世流シテ方）。26世観世
宗家。’59年、観世宗家元正
（＝観世左近、25世宗家）の
長男として生まれる。4歳で初
舞台を踏み、’83年観阿弥没
後六百年祭で『道成寺』を初
演。’90年、宗家となる。『鷺』
（’71年）、『石橋』（’73年）、『翁』
『乱』（’80年）、『望月』（’84年）、
『清経恋之音取』（’89年）など
を開曲。’97年にはパリでも公
演。第46回芸術選奨新人賞、
フランス芸術文化勲章受章。
現在、東京芸術大学音楽部邦
楽科講師。観世会理事長、観
世文庫理事長、日本能楽会常
務理事も務める。


